



































































































































































































































































































































































































































小島祐馬「曾国藩J r中華六十名言行録J (弘文堂書房、 1948)、大谷孝太郎『儒将曾国藩一一中
国指導者の精神構造~ (東京布井出版、 1977、大谷氏が1951年以来『彦根論叢~ <人文科学特
輯〉等に寄せられた一連の曾国藩論をまとめたもの)、佐藤震二「曾国藩の学問J (r東京支那学
報J 12、1953)r曾国藩の倫理的性格J (fアカデミア~ 6、1954、佐藤一郎「曾国藩について」
(f事文研究J 6、1956)I曾国藩と俗文学J (同前7、1957)、稲葉誠一「曾国藩(上)J (r東方学
紀要別冊.1 1、1962)r曾国藩の東征軍 1-9 J (f専修国文~ 1 -2、5-6、9-10、13、17、
21、23、25、1967一79)、安岡正篤「偉人曾国藩の内面生活J (r東洋思想と人物』明徳出版社、
1959)、近藤秀樹 f曾国藩J (<中国人物叢書>12、人物往来社、 1966)、三石善吉「中国知識人
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論一一知識人の忠誠と脱走一一曾国藩と洪秀全との対抗J (r思想の研究J 5、1971) r体制知識
人と古典一一曾国藩の場合J (r漢文教室J 112、1975)、波多野善大「曾国藩のパーソナリティ
ーについてJ (r愛知学院大学文学部紀要J 6、1976)r天京攻略をめぐる人間関係一一曾国藩を
中心としてJ (r東方学J 54、1977)r曾国藩と沈藻禎の絶交についてJ (r愛知学院大学文学部紀
要J 7、1978、以上 3編は『近代中国の人物群像 ノfーソナリティー研究』汲古書院、 1999
所収)、本田済「曾国藩の哲学 日記を中心にJ (r日本中国学会報J30、1978)、高橋良政















(人民出版社、 1947)・『語文澗歴史論文選集J (中聞社会科学出版社、 1979) に収録された。
(7) これについて並木頼寿氏が「中国の近代史と歴史認識一一洋務運動・曾国務の評価をめぐっ
てJ (r岩波講座現代中国』第 4巻く歴史と近代化〉岩波書底、 19開)の乏か:で示唆に富む論評
をしている。本論における以下の評価の変遷はそれに負うところが大きい。なお中国における
曾園藩の近年の研究は、かつての「漢好槍子手」曾国藩の呪縛から解き放たれつつある。たと
えば朱東安『曾国藩伝~ (四川人民出版社、 1985) w曾国藩幕府研究J (成都出版社、 1995)、史
林『曾国藩和他的幕僚門~ (中国言実出版社、 1997)、成暁軍『曾国藩与中国近代文化J (湖南人
民出版社、 1991) r曾国藩的幕僚伺~ (東方出版中心、 2000)などの研究がそうである。一方、
台湾ではかつて蒋介石・国民党が曾国藩を称揚したこともあって、「儒将」曾国藩と称され、政
治的にも筆事的にも、また学者としても評価は高い。蒋星徳『曾国藩之平生及事業J (上海商務
印書館、 1935) 、何胎焼 r曾国藩評伝~ (正中書局、 1938)、粛一山 r曾国落伝』く現代国民基本
知識叢書>(中華文化出版事業委員会、 1953)などの研究がその代表である。
(8) 曾国藩の死後、同治帝は 3固にわたって曾の功績を称揚した。近代中国史料叢刊続輯〈文海出
版社〉第 1絹『曾文正公(国藩)全集』首巻、上諭、 11-16頁。なお朱東安 r曾匡l藩伝J (前
掲) r前言J 参照。











02) 蒋介石『中国之命運J (日本華光社、 1946)、波多野乾ー訳 r中国の命運J (日本評論社、 1946)
参照。なお注(7)の何始爆・粛一山各氏の研究もこの範鴫に属するものである。




04)湘郷県志J (同治13年)巻 1-2地理志、神田正雄『湖南省綜覧J (海外社、 1936)、白岩龍平
枝問・安井正太郎編著『湖南J (博文館、 1905)参照。
05) Ferdinand von Richthofen ; China Vol. 2 -3 ， 1877， Do ; Tagebucher aus China Vol. 1， 1907. 
06)趨烈文『能静居日記』同治六年九月初十日(台湾学生書局影印、 1964)。曾国藩によれば「薄田
頃余」、収穫が期待できない団地が千畝あったという。注側参照。




















ω) 第13章曾毘藩と面談して、 129頁、百瀬弘訳注く東洋文庫136>平凡社、 1969年刊。なお原文は、
My Life in China and America， New York， Henry&Co.，1909であり、漢訳に、徐鳳右・偉鉄
樵、商務印書館、 1915年版がある。
{付記〕本論文は平成13年度{弗教大学特別研究助成による研究成果である。
(しみずみのる史学科)
2002年10月16日受理
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